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門
田
　
裕
一
　
議
員

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル 

デ
ザ
イ
ン
の
導
入
を

問
　
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
本
市
の

窓
口
な
ど
の
書
類
、
掲
示
物
、

案
内
表
示
、
広
報
物
、
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　
総
務
部
長

　
庁
舎
の
案
内
図
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
操
作
パ
ネ
ル
な
ど
に

は
、
既
に
導
入
し
て
い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
現
在

進
め
て
い
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
、
見
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
も
の
へ
移
行
作
業

中
で
あ
る
。

　
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
伊

予
市
広
報
広
聴
指
針
に
基
づ

き
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、

文
字
の
大
き
さ
や
色
の
濃
淡

を
含
め
、
配
色
を
工
夫
す
る

な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
広
報
紙
の

作
成
に
努
め
て
い
る
。

　
窓
口
で
の
各
種
申
請
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印

刷
物
に
つ
い
て
は
、
い
ま
一

度
検
証
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
中
山
地
域
事
務
所
や
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
今

後
建
設
を
計
画
す
る
各
施
設

に
つ
い
て
も
、
案
内
表
示
等

を
中
心
に
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を

問
　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
、
気
軽
に
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
（
心
の
健
康
）
を
確
認

で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
。

答　
中
村
市
長

　
本
市
の
自
殺
に
よ
る
死
亡

者
数
、
死
亡
率
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
平
成
21
年
度
よ
り
厚
生
労

働
省
の
地
域
自
殺
対
策
緊
急

強
化
事
業
の
指
定
を
受
け
、

対
面
型
相
談
支
援
事
業
、
人

材
養
成
事
業
、
普
及
啓
発
事

業
等
の
自
殺
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
こ
ろ
の
体
温
計
は
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
で
気
軽
に

心
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
、
早
期
に
心
の
相
談
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
心
の
健
康
保
持
増
進

に
有
用
で
あ
る
と
考
え
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

親
亡
き
後
の

障
が
い
者
支
援
を

問①
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の

介
護
を
す
る
家
族
の
現
状
は
。

②
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の

親
へ
の
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
は
。

③
障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
医
療
や
介
護
、
相

談
事
業
を
行
う
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
転
換
を
。

答　
市
民
福
祉
部
長

①
障
害
児
や
障
害
者
の
日
常

生
活
を
主
に
介
護
す
る
方
は
、

配
偶
者
や
両
親
で
あ
り
、
自

身
の
健
康
不
安
や
精
神
的
負

担
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
。

②
今
回
、
策
定
す
る
障
害
者

福
祉
計
画
で
は
、
医
療
・
福

祉
関
係
者
が
計
画
策
定
審
議

会
に
お
い
て
審
議
し
、
障
害

の
あ
る
方
た
ち
が
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
す
る
上
で
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
と
相
談
支
援
体

制
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
を
施
策
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。

③
親
亡
き
後
の
障
害
者
が
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
に
は
、
相
談
支
援
と
就
労

支
援
並
び
に
ケ
ア
ホ
ー
ム
な

ど
が
併
設
し
た
多
機
能
型
事

業
所
が
必
要
で
あ
る
。

　
将
来
的
に
、
地
域
に
住
む

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

要
介
護
者
も
障
害
者
も
一
緒

に
な
っ
て
と
も
に
暮
ら
す
環

境
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
ず
、
核
と
な
る
市
内
の

社
会
福
祉
法
人
に
施
設
整
備

等
の
拡
充
を
促
し
、
多
機
能

型
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
行
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。そ

の
他
の
質
問
事
項

・
緊
急
ｗ
ｅ
ｂ
通
報
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を

・
遠
隔
地
の
市
町
村
と
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を

・
地
域
の
再
生
・
活
性
化
の

た
め
に

窓口での各種申請書類


